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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 　 【 請 求 項 ３ 】 プ リ ン ト 基 板 に 配 置 さ れ て い る 部 品 に 対 し て Ｅ Ｍ Ｃ を 考 慮 し た 最 適
な 配 置 が な さ れ て い る か 否 か を 計 算 す る 、 プ リ ン ト 基 板 に お け る 部 品 の 配 置 の 計 算 装 置 に
お い て 、
　 プ リ ン ト 基 板 上 に 配 置 さ れ る 部 品 に 対 し て 、 部 品 の 信 号 端 子 が 持 つ 電 気 特 性 で あ る ス ル
ー レ ー ト の 計 算 を 行 う 第 １ の 計 算 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の に よ り 計 算 さ れ た ス ル ー レ ー ト と 、
　 部 品 の 電 源 ／ Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 と 基 準 部 品 の 端 子 と の 距 離 と に 基 づ い て 、 該 部 品 の 電 源 ／ Ｇ Ｎ
Ｄ パ タ ー ン に 応 じ た 推 奨 距 離 を 計 算 す る 第 ２ の 計 算 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の に よ り 計 算 さ れ た 推 奨 距 離 と 、
　 部 品 の 電 源 ／ Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 と 基 準 部 品 の 端 子 と の 距 離 と に 基 づ い て 、 推 奨 距 離 と 部 品 が 配
置 さ れ た 距 離 と の 適 合 割 合 を 計 算 す る 第 ３ の 計 算 手 段 と
　 を 有 す る プ リ ン ト 基 板 に お け る 部 品 の 配 置 の 計 算 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 プ リ ン ト 基 板 に 配 置 さ れ て い る 部 品 に 対
し て Ｅ Ｍ Ｃ を 考 慮 し た 最 適 な 配 置 が な さ れ て い る か 否 か を 計 算 す る 、 プ リ ン ト 基 板 に お け
る 部 品 の 配 置 の 計 算 装 置 に お い て 、 プ リ ン ト 基 板 上 に 配 置 さ れ る 部 品 に 対 し て 、 部 品 の 信
号 端 子 が 持 つ 電 気 特 性 で あ る ス ル ー レ ー ト の 計 算 を 行 う 第 １ の 計 算 手 段 と 、 上 記 第 １ の

に よ り 計 算 さ れ た ス ル ー レ ー ト と 、 部 品 の 電 源 ／ Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 と 基 準 部 品 の 端 子 と の
距 離 と に 基 づ い て 、 該 部 品 の 電 源 ／ Ｇ Ｎ Ｄ パ タ ー ン に 応 じ た 推 奨 距 離 を 計 算 す る 第 ２ の 計
算 手 段 と 、 上 記 第 ２ の に よ り 計 算 さ れ た 推 奨 距 離 と 、 部 品 の 電 源 ／ Ｇ Ｎ Ｄ 端 子 と

計 算 手 段
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基 準 部 品 の 端 子 と の 距 離 と に 基 づ い て 、 推 奨 距 離 と 部 品 が 配 置 さ れ た 距 離 と の 適 合 割 合 を
計 算 す る 第 ３ の 計 算 手 段 と を 有 す る よ う に し た も の で あ る 。
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